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2025年 11月 10日 

各    位 

上 場 会 社 名 株 式 会 社 イ ン タ ー ト レ ー ド 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長  西 本  一 也  

（コード番号：3747 東証スタンダード） 

（URL：https://www.itrade.co.jp） 

本 社 所 在 地 東京都中央区新川一丁目 17 番 21 号 

問 合 せ 先 業務執行役員    小 笠 原 功 二 

電 話 番 号 0 3 － 4 5 4 0 － 3 0 0 2 

 

 

 関係会社貸倒引当金繰入額（個別）、持分法による投資損失（連結）、 

持分変動利益（連結）の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2025年９月期第４四半期連結会計期間（2025年７月１日～2025年９月 30日）において、下

記のとおり、関係会社貸倒引当金繰入額（個別）、持分法による投資損失（連結）及び持分変動利益（連

結）を計上するとともに、2024 年 11 月 14 日に公表した 2025 年９月期の連結業績予想を修正しました

のでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 関係会社貸倒引当金繰入額（個別）の計上 

 当社の連結子会社である株式会社インタートレードヘルスケアは、2025 年３月 28 日に機能性表示食

品を取得しましたが、期初計画の販売計画に遅れが生じたことから、当社が有する同社に対する金銭債

権について回収可能性を検討した結果、関係会社貸倒引当金繰入額 26百万円を計上いたしました。 

なお、関係会社貸倒引当金繰入額は連結決算上では消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 

２． 持分法による投資損失（連結）の計上 

当社の持分法適用会社である株式会社デジタルアセットマーケッツ（以下、デジタルアセットマーケ

ッツ）、株式会社ＡｎｄＧｏの決算報告に基づき、当第４四半期連結会計期間に持分法による投資損失

43 百万円を営業外費用として計上いたしました。この計上により、2025 年９月期第４四半期連結累計

期間において持分法による投資損失は 203百万円となっております。 

 

３． 持分変動利益（連結）の計上 

2025年９月期第４四半期連結会計期間において、当社の持分法適用会社であるデジタルアセットマー

ケッツが増資したことにより、持分変動利益 7百万円を特別利益として計上いたしました。この計上に

より、2025年９月期第４四半期連結累計期間において持分変動利益は 63百万円であります。 
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４． 2025 年９月期通期の業績予想（2024 年 10 月 1 日～2025 年９月 30 日） 

（１）業績予想の修正 

（連結）                                    
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

2,160 

百万円 

110 

百万円 

△40 

百万円 

10 

円 銭 

1.43 

今回修正予想（B） 1,836 △８ △213 △145 △20.20 

増減額（B-A） △324 △118 △173 △155  

増減率（％） △15.0 － － －  

<ご参考>前期実績 

（2024年９月期通期） 
1,849 80 △159 △97 △13.63 

 

（２）修正の理由 

2025年９月期の通期の業績予想について、当社の主力事業である証券会社向けディーリングシステム

関連の売上は、2024年 11月に東京証券取引所において arrowhead4.0が運用を開始したことにより、エ

ンハンス対応の受注により堅調に推移しましたが、新たな事業領域として注力しているデジタルアセッ

トマーケッツが展開しているＷＥＢ３関連事業において計画に遅れが生じました。それにより当社が期

待していた収益を上げることができず、期初計画が未達となる見込みです。また、ヘルスケア事業にお

いては、期初に取得を目指していた『ＩＴはなびらたけ』製品の機能性表示食品の届出番号の取得が 2025

年３月に延伸し、さらに７月に新製品を市場に投入するまでのリードタイムの間に旧製品の買い控えに

より、期初計画が未達となる見込みです。それにより、売上高は期初計画の 15.0％減収の 1,836百万円

となる見込みです。営業損失は、減収による減益をカバーすることができず、営業損失は８百万円、経

常損失は、デジタルアセットマーケッツの事業計画の遅れによる持分法投資損失の増加により、213 百

万円の経常損失となる見込みです。結果として、2025 年９月期の親会社株主に帰属する当期純損失は、

減収の影響、持分法投資損失の増加により、持分変動利益を計上し減益の幅は抑えられるものの、145

百万円の親会社株主に帰属する当期純損失となる見込みです。 

 

 以上 

 

（注）業績予想数値について 

上記に記載した内容は、本リリースを公表した時点において入手可能な情報に基づき判断した見通 

しであり、不確定な要素を含んでいます。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異 

なる場合があります。 


